
まだホットでない：ブレークまであと少し ５つの技術

我々はCaringoやHadoopの華々しい登場を見てきたが、市場がネットワーク直付け型の 
ストレージに向かって大きく動き始めるのは、もう少し先のようだ。
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クラウド・ツー・
クラウド・バックアップ

Backupifyは、あるクラウド内のストレージを、他のクラウドにバックアップする考え方の基本
部分を定義した。Nirvanixの市場からの敗走が、この技術を後押しする事になるかもしれない。

Amazon API用クラウド
ストレージ

SNIAは、クラウドの規格を持っていると言うが、SNIAのメンバーでさえその規格を無視している。
Amazonはクラウドストレージにおける400kg級巨人であり、えてしてこれくらいの重量を持っ
たところが規格を作る事になるものだ。

40ギガビット
イーサネット

40GbEはストレージの技術ではないものの、iSCSIやNASストレージの推進力となるだろう。
ただし、それは今年ではない。

ライト
キャッシング

ライト・キャッシングの歴史は我々と同じくらい...もとい、リード・キャッシングと同じくらい古い。
しかし、リードに比べて難しいため、あまり表に出てこなかった。フラッシュ・キャッシュが注目を
浴びるのに伴って、ライト・キャッシングの様々なソリューションが出てくるのを目にする事に
なるだろう...2015年に。


